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　平成 16 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越地震では，

土砂崩れ等により芋川河道閉塞が生じ，大量の軟弱泥土
が発生した。迅速な災害復旧のためには，現場までのア
クセス道路をできるだけ早急に整備することが必要不可
欠であったことから，軟弱泥土の再資源化に繊維質固化
処理土工法が採用された。本工法により軟弱泥土が速や
かに改良され，改良土は資材運搬路・仮設ヤード・国道
291 号迂回路に再利用された。

軟弱泥土の再資源化
写真提供： 

東北大学大学院環境科学研究科 高橋弘研究室
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